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1次元IsingモデルのGlauberの話を2次元格子に拡張'LたQ
l'スピンは

熱浴との相互作用でfユipL､
その遷移確率は熱平衡で通常の､､'fsingモデル

にreduceするようにきめるQ確率分
布関数に対する皿aSもer方程式
喧
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(i)熱平衡でのC)urie温度.
磁化
,
比熱帯磁率糾frequenc,y-depen舶n
tsu-

scepもibility叫磁気モーメントの熱平衡値へのアプローチ庄耳fluctuaも10n

-dlSSipationの
定理
､
などを計算したQ高次の相関幽数を対相閑国数の宿

にdecoupleする近似では)については古典的なBeもbe近似よりもやや良い値を

得る｡
臥)のrealpartは臨界温度でゼロになり､
鞠でcriもiealslowing

doWnが現れ､
相は形式的に1次元句境合
,
(e耳aCち)と同じになるO
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